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「小金井には大
澤が必要だ」

　スイスやスウェーデンの国家予算に匹敵する規模の東京都の予算を活
用し、地元の災害強靭化を図り、商業・農業をはじめ産業を活性化し、子ど
もたちへの支援を充実できるかは、都議会議員の能力にかかっています。
　大澤つとむさんは、都の行政・政治の双方に精通している経験豊富な大
先輩です。小金井市のために、一緒に働きたいと思っています。

 大澤つとむ略歴
●昭和36年3月生まれ(64才)
●町田市出身
●小金井市貫井南町在住 
●国士舘大学法学部卒業
●警視庁勤務、日本海事科学振
興財団、会社経営、東京都議会
議員事務所長を歴任。
●上宮大澤神社責任役員
●日本鳶工業連合会監事 
●NPOこども地球倶楽部事務局長
●上海アニメミュージアム上席顧問
●警視庁警友会新宿支部監事

はじめまして

元警察官
です

衆議院議員

一緒にがんばります
! 福田かおる

　私は警視庁退官後、公益財団勤務のち都議会議員事務所
長として約15年間都庁に勤務し、都の職員とも信頼関係を
築いてまいりました。現在、小金井市は国や東京都との関係
が希薄であり、私のこれまでの経験や人脈を活かせると考
え、活動を始めました。
　東京都の年間予算は９兆円。膨大な規模です。都とのパイ
プを最大限に活用し、道路整備をはじめ水道管工事や駅前
開発など、喫緊の課題解決に取り組みます。そして都の予算
を積極的に活用することで、もっと住みやすく、住み続けら
れる小金井市を必ず実現します。
　ぜひ、一人でも多くの皆様にご賛同を頂き、活動の輪を広
げてまいります。「小金井には大澤つとむが必要だ」と皆様
から熱望されるよう誠心誠意つとめてまいります。

小金井市の未来のために、都政の力を大活用!

本号では大澤つとむさんの政治への想い、政策などを紹介します。

公式HP

地域の声を都政へ、

小金井に確かな力を。
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まずは物価高対策。

1.物価高対策

2.安心安全に暮らせる街づくり

4.ひきこもり、自閉症の
   方々への支援強化

5.高齢者及び
    介護支援者への支援強化

3.防災・減災対策の強化

安心・安全

t_osawa2014@yahoo.co.jp大澤つとむ

中小企業や零細企業、一人親方や個人事業主に対し
て、緊急融資を継続的に重視します。

多発する凶悪事件や社会問題となっている闇バイト
などに対し、前職の経験を活かして警備会社やパト
ロール隊、シルバーポリス防犯協力隊など
と警察との連携強化を進めます。

国会で厚生労働委員をつとめる福田かおる衆
議院議員や武見敬三元厚生労働大臣と共に強
力に推し進めます。学校や放課後デイサービ
スに作業療法士の配置、教職員の研修、支える
家族への支援など、地域全体で支える持続可
能な支援体制を構築します。 

親の認知症介護を経験し、ヘル
パー、医療従事者、介護職員の支
えを痛感。エッセンシャルワー
カーの待遇向上を民間に委ねる
のではなく、行政が責任を持って
後押しすべきです。まずは東京都
の介護サービス関連予算を増や
せるよう努めてまいります。

小金井近辺にはヘリポートがなく、
有事で道路が寸断されると緊急物
資や救助隊が駆けつけられないお
それがあります。そこで近隣市と連
携して都道・新設道路整備を推進
し、あらゆる災害に備えます。

の小金井・東京に

　私の先祖は、明治時代に板垣退助らとともに自由民
権運動を推進した活動家、石阪昌孝です。豪農の出身で
あり、農家や民衆の味方として活動した石阪昌孝は、神
奈川県議会議長、衆議院議員を歴任し、最後は群馬県知
事を務めました。私自身は幼少の頃から政治に深い興
味を抱いておりましたが、政治に深く関わるあまり石
阪家が没落する姿を間近で見てきた祖父母からは、「決
して政治家にはなるな」と口酸っぱく言い聞かされて
おりました。いわゆる「井戸塀政治家」という言葉に象
徴されるように、財産を投げ打つことへの危惧があっ
たためです。
　このような祖父母の思いを聞いて育ち、一時は政治

家への道を諦めておりましたが、近年の小金井市政の
状況を冷静に見聞きするにつけ、やはり自由民権運動
を先導した先祖のDNAが騒ぎ、立ち上がらずにはいら
れなくなりました。人生の集大成として後悔したくな
い。「俺がやらなきゃ誰がやる！」その強い思いを胸に、
この度の東京都政に挑戦いたします。祖父母が危惧し
た「井戸塀政治家」がどれほどいたかは分かりません
が、今、まさに求められるのは、私欲を捨て、利他の精神
で行動する政治家です。私は先代から受け継
いだその精神で、自民党にあっても裏金とは
いっさい無縁の立場で、清く正しい政治に
携わる所存です。

自由民権運動に散った先代の想いを、
いまここに。 私欲を捨て、利他の精神で政治に取り組む
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